「都筑公会堂」へのネーミングライツ導入検討に伴うサウンディング型市場調査
実施結果

現在、令和８年１月のリニューアルオープンに向けて天井等改修工事中の「都筑公会堂」については、持続可能な施設運営並びに施設の魅力向上及び地域の活性化に資するため、本施設へのネーミングライツの導入を検討している中、事業者との対話を実施し、事業実施の可能性や契約の最低価格設定の検討等について公募に向けた検討材料とすることができましたので報告します。

１ 対話概要
（１）申込期間
 　　 令和７年８月６日（水曜日）から令和７年８月28日（木曜日）午後５時まで
（２）対話実施
      令和７年９月３日（水曜日）から９月10日（水曜日） 約１時間　１事業者参加
（３）対話実施方法
 　   対面

２ 対話で得られた主なご意見
（１）本調査へ参加された理由・都筑区・区民の文化活動をサポートする地域貢献活動の一環として参加した。
・今後、ご縁があったらホールの愛称として区民のみなさまに親しみをもって社名を呼んでいただけたら、という思いから。


（２）ネーミングライツ料・ネーミングライツが行われている施設の利用者数や金額を参考に検討した。


（３）契約期間・ネーミングライツが行われている施設を参考として設定を検討した。


（４）参入にあたっての課題・現在、他広告を出しているが、アプローチできる属性の棲み分けができれば魅力がある。
・全国規模のイベントを開催しているのであれば、より一層広告価値があると判断する可能性がある。


（５）希望するスポンサーメリット・ホールや会議室等の施設の優先利用枠など。


（６）施設への愛称表示の費用負担
・費用負担が契約に盛り込まれていて両者の合意が取れていれば問題ない。

（７）その他・都筑公会堂でのイベント内容や規模感、使用状況について教えていただきたい。
・全国区のイベント開催ができる施設なのかどうかに特に関心がある。


３ 今後の対応
 今回の対話結果を踏まえ、公募に向けた具体的な検討を進めます。

